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文化遺産（７７９件）

自然遺産（１９７件）

複合遺産（３１件）

歴史上、美術上、科学上顕著で普遍的価値を有する記念工
作物、建造物、遺跡等

観賞上、学術上又は保存上顕著で普遍的価値を有する特徴
ある自然の地域、脅威にさらされている動植物種の生息地、
自然の風景地等

文化遺産と自然遺産との両面の価値を有するもの

世界遺産
（１００７件）

顕著で普遍的な価値を有する遺跡や自然地域などを人類全体のための世界の遺産
として保護、保全し、国際的な協力及び援助の体制を確立することを目的とする。

・1972年：ユネスコ総会で条約発効
・1992年：日本の条約締結・発効

締約国数：１９１カ国（2015年5月時点）

世界遺産条約
（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約）

2015年5月時点
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世界遺産として登録されるための条件

当該国による法的な保護担保
・国立公園等による保護・保全が必要

■保全措置

■遺産としての価値

顕著な普遍的価値
・唯一無二の分かりやすい価値を持つこと
・登録基準に該当すること

完全性
・十分な規模と必要な要素を持っていること

登録基準（自然遺産）

（ⅶ）自然景観
類例を見ない自然美および美的要素をもった優れ
た自然現象、あるいは地域を含むこと。

（ⅷ）地形・地質
生命進化の記録、地形形成において進行しつつあ
る重要な地質学的過程、あるいは重要な地形学的、
あるいは自然地理学的特徴を含む、地球の歴史の
主要な段階を代表する顕著な例であること。

（ⅸ）生態系
陸上、淡水域、沿岸・海洋生態系、動・植物群集の
進化や発展において、進行しつつある重要な生態学
的・生物学的過程を代表する顕著な例であること。

（ⅹ）生物多様性
学術上、あるいは保全上の観点から見て、顕著で
普遍的な価値をもつ、絶滅のおそれがある種を含む、
生物の多様性の野生状態における保全にとって、最
も重要な自然の生息・生育地を含むこと。
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日本の世界遺産

【 自然遺産 （計４件）】
・屋久島（平成５年）
・白神山地（平成５年）
・知床（平成１７年）
・小笠原諸島（平成２３年）

【 文化遺産 （計１４件）】
・姫路城（平成５年）
・法隆寺地域の仏教建造物（平成５年）
・古都京都の文化財（平成６年）
・白川郷・五箇山の合掌造り集落（平成７年）
・原爆ドーム（平成８年）
・厳島神社（平成８年）
・古都奈良の文化財（平成１０年）
・日光の社寺（平成１１年）
・琉球王国のグスク及び関連遺産群（平成１２年）
・紀伊山地の霊場と参詣道（平成１６年）
・石見銀山遺跡とその文化的景観（平成１９年）
・平泉 -仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学
的遺跡群-（平成２３年）
・富士山 –信仰の対象と芸術の源泉-（平成２５年）
・富岡製糸場と絹産業遺産群（平成２６年）

知床 白神山地

屋久島 小笠原諸島

海氷が育む豊かな海洋生態系
と陸上生態系

ブナの原生林

樹齢数千年の屋久杉と
植生の垂直分布

海洋島特有の生物進化
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我が国における世界自然遺産地域等の一般的な管理体制

外来種対策 希少種の保全 野生鳥獣の管理 利用の適正化

●遺産の価値に影響を及ぼす様々な課題

●科学的データの収集・分析

ユネスコ世界遺産委員会
（諮問機関：IUCN）

総合的かつ具体的な対策の検討

不確実性が高いた
め、長期モニタリン
グと科学的な事業
評価に基づく順応
的管理が必要

保全状況の報告

評価・勧告

●施策の企画・立案

国際的に高く評価された管理の枠組み

環境省・林野庁・県管理者
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国内世界自然遺産候補地 「奄美・琉球」
○遺産としての顕著で普遍的価値

＜評価基準（ⅸ）生態系＞
・かつて大陸の一部として共通の陸生生物が生息していた
が、島々が分離・結合を繰り返し、小島嶼群として成立する
過程において、多くの進化系統に種分化が生じた。このよう
に大陸島における独特な生物進化の過程を明白に表す生
態系の顕著な見本。

＜評価基準（ⅹ）生物多様性＞
・IUCNレッドリストに掲載されている多くの国際的希少種や
固有種の生息・生育地であり、また学術上価値の高い、遺
存固有種と新固有種の多様な事例が見られ、世界的に見
ても生物多様性保全上重要な地域。

○現在の取組
世界自然遺産の登録に必要な以下の取組を積極的に推進

自然環境の保護を担保するための国立公園
等の保護地域の指定あるいは拡張

アマミノクロウサギ等の希少種の保護増殖

マングース等の外来種対策

専門家による「奄美・琉球世界自然遺産候補
地科学委員会」を設置し、推薦書や管理計画
の作成

イリオモテヤマネコ

アマミノクロウサギ

ヤンバルクイナ

ケナガネズミ
イシカワガエル
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平成25年1月31日関係省庁連絡会議において、「奄美・琉球」を世界遺産暫定一覧
表に記載することを政府として決定

ユネスコ世界遺産センターへ暫定一覧表（暫定リスト）記載のための必要書類提出

平成25年２月 ユネスコ世界遺産センターから「世界遺産たりうる具体的な地域とそ
の位置に関わる詳細な情報」についての照会

科学委員会設置（H25は５月、８月、12月に開催）
・価値の考え方に関する検討
・推薦候補区域に関する検討（奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島の４地域を選定）

【事務局：環境省、林野庁、鹿児島県、沖縄県】

平成26年１月 ユネスコ世界遺産センターからの照会へ回答

【国内作業】
・推薦書及び管理計画の検討及び作成
・地元自治体、地域関係者、関係省庁との合意形成
・保護担保措置の確立等

ユネスコ世界遺産センターへの推薦書暫定版提出
【推薦書提出の前年９月まで】

ユネスコ世界遺産センターへの推薦書提出
【毎年２月１日まで】

世界遺産委員会諮問機関（IUCN）による現地調査及び評価
【推薦書提出年夏頃】

世界遺産委員会における審議（記載の可否決定）
【毎年６、７月頃】

「奄美・琉球」の遺産登録に向けた経緯と今後のプロセス

奄美大島

徳之島

沖縄島北部

西表島 6
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